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ホーリーシート利用による水稲節水栽培について

第 1報 播種期を異にした場合の水稲生育・収量

高 野 文 夫・ 中 島 秀 樹

上  野 剛・ 小松代  次 夫

(岩 手i県 農試)

1ま え が き

本県における不良環境田 (冷漏水日)は約 1万滋とも

いわれ,さ らに最近の稲作事情から標高の高い高冷地帯

での開田に拍車がかけられ,年次ごとの気象変動によっ

ては収量の不安定性がみられている。

たまたま,畑稲マルチ栽培が41年度の不順天候にもか

かわらず,好成績をあげたことからこの技術を水稲栽培

にも活用できないかと考え本栽培法を検討した。

ホーリーシートの長所は地温上昇,出芽,生育,出穂

の促進,肥効,土壌水分の保持などがあげられる。水稲

栽培としての適用は初期生育不安定な高冷地帯で,低水

温地帯の冷漏水田ではむしろ節水栽培として検討を試み

ることが冷害防止策にもなると考える。試験は将来の機

械化栽培を考慮して播種手段を直播とし,安全作季策定

のため播種期を 3段 FEEと して検討した。

2試 験 方 法

供試は場は岩手山系に基因する火山灰性壌上で開田 5

年目,地方繕薄, 日減水深48Cπ ときわめて漏水過多のは

場である。

3試 験 結 果

播種後,高温多照にめぐまれ,特に425播区,55播

区は例年に比し好条件にめぐまれたので,出芽,生育は

順調であった。

水管理は前述のように極端な漏水をみるので常時湛水

が不可能であり,節水栽培としたが全期間を通じ土壌が

著しく乾燥したと思われるとき (形態的には上位葉身の

よじれがみられた), 5回潅水し上壌水分の保持につと

1 供試品種 :
2播 種 法 :

3 栽植密度

4施 肥 法

5 播種条件

6水 管 理

フジミノリ

ホーリーシート (透明)被覆後, 1穴

7粒播種,約 3`″の覆土とした。

条間25Cπ,株間15θπの 3条 ,″当り

19■株。

α当りN15,P30,K15ん ,,緩
効LL肥料 AM化成 (15-15-15),不
足分は単肥で補った。

4月 10日 , 4月 25日 , 5月 5日 の3条

件とし,裸地条件 (同一栽植密度),

標準移値と対比した。

原則として節水栽培とした。
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めた。

被覆による地温上昇は明らかに表われ,裸地対比での

較差は最高地温はど高く,半旬別にみても4月 6半旬で

8℃ , 5月 1半旬で 72・Cの差であり,最低地温でも約

45～47℃ の差であリー般に露場気温の高い半旬ほど最

高,最低地温も高く,裸地区との較差も高い。しかし,

その較差も6月 中旬以降は 2～ 3℃ の差であり,生育が

進む中～後期には差が少なくなる (地温観測表省略)。

1 出芽,主繹業数
第 1表のとおり425播区, 55播区の出芽日数は著し

く促進され,裸地区対比で3日 および7日 の促進となっ

た。出芽も425播>55播>410播区で出芽歩合も425

播>55播>410播区であり,410播区でも80%の出芽

歩合であった。しかし,43年度は4月 中～下旬の低温で

出芽歩合は70%と低下しており,被覆栽培であっても気

象変動を考慮に入れた場合,特に高冷地対象としての作

季巾は検討の余地がある。

主稗葉数は移植対比で410播区は05～ 10葉 進み,

425港区ではほ移植なみであり,気象条件の異なる43年

でも同様の傾向がみられた。

2 生育と出穂
第 2表のように出芽後の生育は良好な気象条件にめぐ

まれたためきわめてよく,順調な生育経過を示したが,

特に425播区の伸長が目立った。ア当り茎数の推移につ

いては第 2図にみられるように出芽歩合の高かったこ

と,被覆による地温上昇効果が高かったことから″当り

茎数は多く,播種区間の差も少なく穂数的には″当 り

400本前後を確保できた。

出穂は410播区ではぼ移植なみ,425播区で 2日 ,55

月    日
第 1図 主稗業数の推移

播区で 6日 のおくれであるが裸地区対比では約10日 の促

進である。基肥のみの施肥であったが葉色もさめず,出

穂後の下葉枯上りも少なく生葉数は十分に確保された。

しかし,成熟につれ後期凋落の現象がみられ刈取時には

止葉まで枯上って熟色も悪かった。根系調査の結果では

移植区に比べ総根数は多いが浅根性であり,節水栽培と

しての水管理,施肥法は今後の課題である。

3 収量と構成要因
収量は標準の移植区なみかやや ヒ回わり,425播区>
41略区, 55播区であったが, 早播区は必ずしも遅播

区を上回わる収量とはならなかった。これは本年の好適

気象経過からみて,初期生育の差がなく,加えて早播区

ほど凋落したことにも起因しており,この現象は千粒重

に表われており早播区ほど低い。

収量構成要因としては穂数確保の点が大きく各区とも

″当り 400本前後の穂数を得ているが, 1穂粒数は 55

播>425播>410播区と早播区はど減少している。第 3
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第 表 出穂,成熟並びに収量と構成要因
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図で明らかなように 1次校便に比し2次枝便の減少がみ

られ,早播区ほとその傾向が強く,結果的には 1穂粒数
の低下をまねいており,施肥法についてはさらに検討を

要しよう。
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水管理法 (具体的には生育後期の水管理法),後期凋落
を防ぐための施肥法,透明マルチとしての雑草対策など

の確立も必要である。

本年度はこれらの解明ならびに黒マルチによる移植栽

培法を比較検討中である。

水稲の機械移植栽培の確立に関する研究

第 1報 稚苗移植における育苗法

lle貫 和 夫・ 山 口 邦 夫・ 須 藤 孝 久

(秋 田県農試)

1ま え が き

水稲の稚宙移植裁培において,機械利用ならびに作物

生育の両面から好適な苗を得るための施肥法,適切な温
度管理法,潅水労力の節減方法について試験を行なった
ので報告する。

2試 験 方 法

試験方法を第 1表に示した。施肥法については,無肥

料区と基肥をN,P203,K20成 分で育苗箱当り (30×
60× 3`π)1′施用した。追肥区は10業期,20葉期,
10業期+15葉期の各期にN成分で 1′ を追肥した。ま
た, 3′基肥はNだけ 3倍量とした。

播種後30℃ の加熱育苗器で発芽させ,発芽揃いとなっ
た宙箱を高温30℃ ,標準25・C,低温20℃のグロスキャピ
ネットに入れた。4日 FF5処理後温度を 5℃ ずつ低下さ

せ,13日 目に各温度処理の育苗箱をグロスキャビネット

より取り出し,外気温で硬化をはかった。

滋水方法としてピユール畑苗代に発芽揃となった育苗

箱の深さの場を上に埋めた区, ビニ ‐ヽル畑苗代に折衷状

の床を作って育宙箱をおいた区, ビニールプールを作成

して育宙箱の発を浸漬した区, ビニール畑苗代に入れた

慣行区について検討した。

3 試験結果および考察

1施 肥 法
育宙期間中の宙の生育経過は,草丈において無差肥

区, 1′ 基肥区が短く,他区はlr■ とんと差はみられなか

ったが, 2簾期頃になって3′基1巴区はまさった。 ま
た,苗の全窒素含為率は無期 巴区, 1夕基1巴区が全期間

低く経過し,10葉期,15葉期追肥区は前半高く経過し
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第 1図 施肥法別苗の発根力

て低下のしかたが類似している。3′基肥区は育苗期間

を高く経過した。

本田移植時の宙の生育を第 2表に示した。草丈は無基

肥区, 1′基肥区は明らかに短く,10葉期,15葉期,
10葉期+15業期追肥区, 3′基肥区がまさった。葉数
は42年度は大差はみられないが,43年度は 3′ 基肥区が

25葉と多く,ついで1喋期>10葉期追肥区>1′基
IIE区であった。乾物重は10薬期■15葉期の2回追肥

区,10葉期追肥区が重く,特に3′基1巴区が当然なが
ら重く,乾 P/」率も同様の傾向が認められた。

施肥法別宙の発根力を第 1図に示した。草丈,葉数は

3′基肥区.10葉期+15簾期追肥区が明らかにまさ
り,いずれも3m挿入が 1。πよりまさった。最長根長を
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